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研究要旨 近年術式の多様化や麻酔法の進歩などにより手術の安全性が大き
く改善しているため、高齢者への手術適応が拡大している。高齢者における
精神医学的問題として認知症があるが、認知症患者はせん妄の発症リスクが
高いことが従来から指摘されており、また治療に関する意思決定への影響が
懸念されるなど、周術期において多くの問題が存在している。 
当院では、2008 年より周術期管理センターを立ち上げ、周術期の患者支援
を目的として組織横断的な活動を行っている。そこで、術前患者における認
知症の有無について、専門・認定看護師が適切な評価を行っているかについ
ての実態把握を行う。さらに、周術期における認知機能と術後せん妄の関係
をより明らかにし、周術期管理体制としてせん妄発症予防対策などが可能か
どうかについて検証する。 
 

 
 
A．研究目的 
近年術式の多様化や麻酔法の進歩などによ
り手術の安全性が大きく改善しているため、
高齢者への手術適応が拡大している。高齢者
における精神医学的問題として認知症がある
が、認知症患者はせん妄の発症リスクが高い
ことが従来から指摘されており、また治療に
関する意思決定への影響が懸念されるなど、
周術期において多くの問題が存在している。 
そこで、平成 27 年度は、術前患者の認知機
能障害の有無やその重症度、ならびに飲酒歴、
薬歴、併存疾患を評価し、さらに術後せん妄
の発症や重症度との相関について検討するこ
とを目的として研究を行った。 
 
 
B．研究方法 
当院の肝・胆・膵外科において手術を目的
として入院した患者を対象として、患者の入

院時に認知機能障害の有無やその重症度、な
らびに飲酒歴、薬歴、併存疾患を評価し、さ
らに術後せん妄の発症や重症度との相関につ
いて検討する。 
なお、本研究は当院倫理審査委員会の承認
を受けており、対象となる患者にはすべて口
頭および文書にて同意を得ている。 
 
 
C．研究結果、D．考察、E．結論 
 平成 27年 4月から研究を開始しており、同
年 12 月 16 日時点で 121 例に実施した。現在
症例集積中であり、まだ結果・考察・結論に
至っていない。 
 
 
F．健康危険情報 
特記すべきことなし。 
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